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１

ペ
ー
ジ

監
査
結
果
公
告
1
3
号

平
成
18年

７
月
14日

付
け
で
提
出
さ
れ
た
住
民
監
査
請
求
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
6
7
号
）
第
2
4
2
条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、

監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
1
8
年
９
月
1
2
日

秋
田
県
監
査
委
員
　
冨
　
樫
　
博
　
之

秋
田
県
監
査
委
員
　
杉
　
江
　
宗
　
■

秋
田
県
監
査
委
員
　
大
　
和
　
顯
　
治

秋
田
県
監
査
委
員
　
菊
　
地
　
康
　
男

第
１
　
請
求
の
受
理

１
　
請
求
書
収
受
年
月
日

平
成
1
8
年
７
月
1
4
日

２
　
請
求
人

秋
田
市
将
軍
野
南
３
－
11－

26
虻
　
川
　
高
　
範

３
　
請
求
の
要
旨
（
原
文
）

（
１
）
措
置
の
要
求

秋
田
県
知
事
が
請
求
の
理
由
に
於
い
て
成
立
し
て
い
る
損
害
賠
償

請
求
権
の
行
使
を
し
な
い
こ
と
は
、
財
産
管
理
を
不
当
に
怠
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
地
方
自
治
法
2
4
2
条
１
項
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
が

秋
田
県
知
事
に
対
し
、
そ
の
行
使
を
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
請

求
す
る
。

（
２
）
請
求
の
理
由
（
違
法
又
は
不
当
な
行
為
）

ア
　
別
紙
秋
田
県
課
徴
金
対
象
物
件
一
覧
記
載
の
業
者
（
以
下
「
本

件
業
者
」
と
い
う
）
は
、
東
北
地
方
整
備
局
発
注
の
平
成
1
4
、

1
5
、
1
6
年
度
の
橋
梁
工
事
の
う
ち
、
秋
田
県
内
に
於
い
て
施
工

監
査
委
員
公
告

◯
監
査
結
果
の
公
表
（
一
三
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

監

査

委

員

公

告

し
た
別
紙
秋
田
県
課
徴
金
対
象
物
件
一
覧
記
載
の
工
事
（
以
下

「
本
件
工
事
」
と
い
う
）
を
自
社
単
独
ま
た
は
共
同
企
業
体
と
し

て
落
札
し
て
い
る
。

イ
　
道
路
法
5
0
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
の

一
部
は
都
道
府
県
が
負
担
す
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

割
合
は
原
則
と
し
て
新
設
・
改
築
費
用
に
つ
い
て
は
３
分
の
１
と

さ
れ
る
。

従
っ
て
、
本
件
工
事
の
経
費
の
３
分
の
１
に
つ
い
て
は
、
本
県

の
費
用
負
担
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
。

ウ
　
本
件
業
者
ら
は
、
橋
梁
工
事
の
受
注
調
整
を
行
う
組
織
と
し
て

Ｋ
会
ま
た
は
Ａ
会
と
称
す
る
会
を
設
け
、
各
社
が
営
業
責
任
者
級

の
者
等
を
登
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
毎
年
度
末
の
会
合
に
於
い
て
幹

事
社
を
選
出
し
、
遅
く
と
も
平
成
1
4
年
４
月
以
降
、
国
土
交
通
省

が
発
注
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
受
注
価
格
の
低
落
防
止
お
よ
び
安

定
し
た
利
益
の
確
保
を
図
る
た
め
、

（
ア
）
各
社
の
過
去
の
受
注
実
績
等
に
基
づ
き
、
Ｋ
会
お
よ
び
Ａ
会

の
幹
事
社
が
割
り
付
け
た
者
ま
た
は
共
同
企
業
体
を
受
注
す
べ

き
者
と
す
る
こ
と

（
イ
）
受
注
す
べ
き
価
格
は
、
受
注
予
定
者
が
定
め
、
受
注
予
定
者

以
外
の
者
は
受
注
予
定
者
が
定
め
た
価
格
で
受
注
で
き
る
よ
う

協
力
す
る

旨
を
合
意
し
て
い
た
。

エ
　
こ
の
い
わ
ゆ
る
橋
梁
談
合
に
つ
い
て
、
本
件
業
者
ら
は
、
独
占

禁
止
法
に
違
反
す
る
と
し
て
、

（
ア
）
平
成
1
7
年
９
月
2
9
日
、
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
排
除
勧
告
が

な
さ
れ
、
同
日
、
日
本
道
路
公
団
が
発
注
す
る
鋼
橋
上
部
工
事

に
つ
い
て
も
同
様
に
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

（
イ
）
平
成
1
7
年
５
月
2
3
日
、
同
年
６
月
2
9
日
、
同
年
８
月
1
5
日
、

独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
入
札
談
合
に
よ
る
取
引
制
限
と
し
て

告
発
さ
れ
、
起
訴
も
な
さ
れ
た
。

（
ウ
）
平
成
1
8
年
３
月
2
4
日
、
本
件
業
者
に
対
し
て
、
工
事
目
録
課

徴
金
算
定
対
象
金
額
欄
記
載
の
金
額
を
基
礎
と
す
る
課
徴
金
納

付
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
。

オ
　
以
上
よ
り
、
本
件
工
事
に
つ
き
、
遅
く
と
も
平
成
1
4
年
度
よ
り

談
合
に
よ
る
不
法
行
為
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

（
ア
）
上
記
不
法
行
為
の
結
果
、
県
は
本
県
工
事
の
費
用
負
担
分
に

つ
い
て
適
正
な
競
争
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
成
立
し
た
で
あ
ろ

う
想
定
価
格
と
、
実
際
の
契
約
金
額
と
の
差
額
の
３
分
の
１
相

当
額
に
つ
い
て
過
大
な
負
担
を
さ
せ
ら
れ
て
損
害
を
被
っ
て
い

る
。
損
害
額
は
費
用
負
担
額
の
１
割
を
下
る
こ
と
は
な
い
と
推

測
さ
れ
る
。
前
記
不
法
行
為
を
行
っ
た
各
業
者
に
対
し
、
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
い
る
。

（
イ
）
秋
田
県
知
事
が
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と

は
財
産
管
理
を
不
当
に
怠
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
方
自
治
法

2
4
2
条
に
基
づ
き
、
監
査
委
員
が
秋
田
県
知
事
に
対
し
、
そ
の

行
為
を
す
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
請
求
す
る
。

４
　
請
求
の
要
件
審
査

本
件
請
求
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

2
4
2
条
に
規
定
す
る
要
件
を
具
備
し
て
い
る
も
の
と
認
め
受
理
し
た
。

第
２
　
監
査
の
実
施

１
　
監
査
の
対
象
事
項

平
成
14年

度
か
ら
平
成
16年

度
ま
で
の
間
に
、
秋
田
県
内
で
施
工
さ

れ
た
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
発
注
の
橋
梁
工
事
の
う
ち
、
平
成

1
8
年
３
月
2
4
日
に
公
正
取
引
委
員
会
か
ら
課
徴
金
納
付
命
令
が
発
せ
ら

れ
た
工
事
に
関
す
る
負
担
金
に
つ
い
て
、
県
は
、
損
害
を
被
っ
て
い
る

か
ど
う
か
。
ま
た
、
秋
田
県
知
事
が
、
各
業
者
に
対
し
損
害
賠
償
請
求

権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
財
産
管
理
を
不
当
に
怠
る
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
。

２
　
監
査
対
象
課

建
設
交
通
部
道
路
課

３
　
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

法
第
2
4
2
条
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
1
8
年
８
月
４
日
に
証
拠

の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
を
設
け
た
が
、
請
求
人
か
ら
の
証
拠
の
提
出

及
び
陳
述
は
な
か
っ
た
。

４
　
関
係
人
調
査

法
第
1
9
9
条
第
８
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
請
求
人
提
出
の
秋
田
県
課

徴
金
対
象
物
件
一
覧
の
内
容
確
認
の
た
め
、
平
成
1
8
年
８
月
８
日
、
公

正
取
引
委
員
会
に
対
し
課
徴
金
納
付
命
令
に
係
る
課
徴
金
算
定
対
象
物

件
一
覧
の
行
政
文
書
開
示
請
求
を
行
い
、
平
成
1
8
年
９
月
１
日
に
交
付

を
受
け
た
。

ま
た
、
対
象
工
事
の
詳
細
、
違
約
金
を
含
む
損
害
賠
償
請
求
及
び
負

担
金
と
の
精
算
等
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
1
8
年
８
月
９
日
、

契
約
当
事
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
に
、
文
書
に
よ

り
調
査
を
行
い
、
９
月
１
日
付
け
で
回
答
が
あ
っ
た
。

第
３
　
監
査
の
結
果

１
　
事
実
関
係
の
確
認

（
１
）
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
支
出
に
つ
い
て

ア
　
支
出
根
拠
及
び
負
担
割
合

国
が
、
国
道
等
の
整
備
又
は
そ
の
災
害
復
旧
事
業
等
を
自
ら
実

施
す
る
場
合
、
法
令
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
そ
の
経
費
の
一
部

を
負
担
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。



負
担
率
:事
業
単
位

負
担
金
額
(概
算
)

0.54/3

40,446,000

0.54～
.56/3

58,478,000

0.54/3

28,803,600

0.54～
.56/3

44,576,000

0.54～
.56/3

31,767,400

1/3

40,110,000

244,181,000

0.56/3

56,506,800

0.56/3

契
約
年
月
日

H
14.10. 7

H
15. 3.13

H
15. 3.14

H
14.12. 5

H
1
5
. 3
. 6

H
14. 8.14

６
件

H
15.11.17

契
約

年
度

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

小
計

1
5

路
線
・
箇
所
名

工
事
名

７
号
・
秋
田
大

橋
架
替

秋
田
大
橋
上
部

工
撤
去
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

浅
内
橋
上
部
工

工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

桧
山
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

白
子
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

高
松
川
橋
上
部

工
工
事

７
号
・
小
繋
横

断
歩
道
橋

二
ツ
井
横
断
歩
道

橋
上
部
工
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

鰄
渕
こ
線
橋
上

部
工
工
事

７
号
・
琴
丘
能

当
初
契
約
金
額

最
終
契
約
金
額

199,500,000

224,700,000

283,500,000

323,400,000

162,750,000

160,020,000

193,200,000

245,700,000

171,150,000

176,295,000

101,850,000

120,330,000

1,111,950,000

1,250,445,000

300,300,000

302,715,000

120,750,000

請
負
業
者
名

石
川
島
播
磨
重

工
業
㈱

ト
ピ
ー
工
業
㈱

東
日
本
鉄
工
㈱

川
崎
製
鉄
㈱

（
現
JF
E
ス
チ

ー
ル
㈱
)

佐
藤
鉄
工
㈱

古
河
機
械
金
属

㈱日
立
造
船
㈱

支
出

年
度

1
4

1
4

1
4

1
4

1
5

1
5

回123412

支
払
年
月
日

H
1
4
. 9
.1
0

H
1
4
.1
2
.1
0

H
1
5
. 3
.1
0

H
1
5
. 3
.3
1

H
1
5
. 9
.1
0

H
1
5
.1
2
.1
0

金
　
　
　
額

2
,3
6
0
,1
6
5
,0
0
0

1
,0
6
0
,8
4
8
,3
1
7

5
,1
6
2
,3
2
9
,1
6
7

2
,0
2
4
,5
5
8
,3
3
3

1
0
,6
0
7
,9
0
0
,8
1
7

2
,6
2
0
,2
3
1
,0
0
0

1
,3
7
6
,5
3
1
,6
3
7

当
年
度
事
業
費

2,360,165,000

1,845,888,000

5,162,329,167

2,024,558,333

11,392,940,500

2,620,231,000

1,143,514,000

前
年
度
精
算
額

△
785,039,683

△
785,039,683

233,017,637

事
業
年
度
別

小
　
　
　
計

平成18年 9 月12日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

２

（
２
）
監
査
請
求
の
対
象
工
事
に
つ
い
て

道
路
課
作
成
資
料
に
よ
る
東
北
地
方
整
備
局
発
注
の
秋
田
県
内
鋼

橋
上
部
工
事
の
課
徴
金
対
象
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
内
容
は
、
公
正
取
引
委
員
会
の
情
報
開
示
資
料
、
及
び
、

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
回
答
に
よ
り
確
認
し
た
。
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
回
答
等
に
は
、
負
担
率
及
び
工
事
契
約
毎

の
負
担
金
額
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
年
度
毎
の
金
額
に

事
業
単
位
の
負
担
率
を
乗
じ
て
、
概
算
の
負
担
金
額
を
求
め
て
い

る
。

単
位
：
円

1
5

1
5

1
5

1
6

1
6

1
6

1
7

1
7

1
7

123123123

H
1
5
. 9
.1
0

H
1
5
.1
2
.1
0

H
1
6
. 3
.3
1

H
1
6
. 9
.1
0

H
1
6
.1
2
.1
0

H
1
7
. 3
.3
1

H
1
7
. 9
.1
2

H
1
7
.1
2
.1
2

H
1
8
. 3
.3
1

2
,6
2
0
,2
3
1
,0
0
0

1
,3
7
6
,5
3
1
,6
3
7

5
,7
7
5
,8
6
2
,6
6
5

9
,7
7
2
,6
2
5
,3
0
2

6
,3
3
8
,5
1
2
,2
3
0

1
,5
7
3
,7
2
1
,1
3
1

7
,8
3
2
,6
8
2
,6
6
4

1
5
,7
4
4
,9
1
6
,0
2
5

2
,3
7
1
,8
8
5
,5
7
1

2
,4
6
3
,8
1
3
,5
2
4

6
,1
1
1
,8
3
4
,8
5
4

1
0
,9
4
7
,5
3
3
,9
4
9

4
7
,0
7
2
,9
7
6
,0
9
3

2,620,231,000

1,143,514,000

5,775,862,665

9,539,607,665

3,182,185,330

1,516,119,947

7,832,682,664

12,530,987,941

2,371,885,571

2,362,398,908

6,111,834,854

10,846,119,333

44,309,655,439

233,017,637

233,017,637

3,156,326,900

57,601,184

3,213,928,084

101,414,616

101,414,616

2,763,320,654

小
　
　
　
計

小
　
　
　
計

小
　
　
　
計

合
　
　
　
計

負
担
率
:事
業
単
位

負
担
金
額
(概
算
)

0.54/3

40,446,000

0.54～
.56/3

契
約
年
月
日

H
14.10. 7

H
15. 3.13

契
約

年
度

1
4

1
4

路
線
・
箇
所
名

工
事
名

７
号
・
秋
田
大

橋
架
替

秋
田
大
橋
上
部

工
撤
去
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

当
初
契
約
金
額

最
終
契
約
金
額

199,500,000

224,700,000

283,500,000

請
負
業
者
名

石
川
島
播
磨
重

工
業
㈱

ト
ピ
ー
工
業
㈱

40,446,000

0.54～
0.56/3

58,478,000

0.54/3

28,803,600

0.54～
0.56/3

44,576,000

0.54～
0.56/3

31,767,400

1/3

40,110,000

244,181,000

0.56/3

56,506,800

0.56/3

25,676,000

0.56/3

61,269,600

1/3

H
14.10. 7

H
15. 3.13

H
15. 3.14

H
14.12. 5

H
1
5
. 3
. 6

H
14. 8.14

６
件

H
15.11.17

H
16. 3.25

H
16. 3.30

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

1
4

小
計

1
5

1
5

1
5

橋
架
替

秋
田
大
橋
上
部

工
撤
去
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

浅
内
橋
上
部
工

工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

桧
山
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

白
子
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

高
松
川
橋
上
部

工
工
事

７
号
・
小
繋
横

断
歩
道
橋

二
ツ
井
横
断
歩
道

橋
上
部
工
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

鰄
渕
こ
線
橋
上

部
工
工
事

７
号
・
琴
丘
能

代
道
路

浅
内
地
区
水
管

橋
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

関
口
こ
道
橋
上

部
工
工
事

７
号
・
矢
立
視

224,700,000

283,500,000

323,400,000

162,750,000

160,020,000

193,200,000

245,700,000

171,150,000

176,295,000

101,850,000

120,330,000

1,111,950,000

1,250,445,000

300,300,000

302,715,000

120,750,000

137,550,000

236,250,000

328,230,000

134
400

000

石
川
島
播
磨
重

工
業
㈱

ト
ピ
ー
工
業
㈱

東
日
本
鉄
工
㈱

川
崎
製
鉄
㈱

（
現
JF
E
ス
チ

ー
ル
㈱
)

佐
藤
鉄
工
㈱

古
河
機
械
金
属

㈱日
立
造
船
㈱

㈱
栗
本
鐵
工
所

㈱
ハ
ル
テ
ッ
ク

負
担
割
合
は
、
道
路
法
第
5
0
条
第
１
項
で
「
国
道
の
新
設
又
は

改
築
に
要
す
る
費
用
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
当
該
新
設
又
は
改
築

を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
国
が
そ
の
三
分
の
二
を
、
都
道
府
県
が

そ
の
三
分
の
一
を
負
担
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
負
担
の
特

例
と
し
て
、
後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の

負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
２
条
に
よ
る
「
開
発
指
定
事

業
」
に
係
る
経
費
は
、
同
法
第
３
条
に
よ
り
国
の
負
担
割
合
の
引

上
率
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
事
業
の
県
負
担
割
合
は
、
平
成

1
4
年
度
が
0
.5
4
／
３
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
平
成
1
7
年
度
ま
で
が

0
.5
6
／
３
で
、
平
成
1
8
年
度
が
0
.5
8
／
３
で
あ
る
。

イ
　
工
事
箇
所

国
が
新
設
又
は
改
築
を
行
う
場
合
は
、
主
に
維
持
管
理
し
て
い

る
指
定
区
間
の
国
道
７
号
、
1
3
号
、
4
6
号
で
あ
る
。
今
回
の
橋
梁

工
事
に
つ
い
て
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
琴
丘
能
代
道

路
、
仁
賀
保
本
荘
道
路
は
国
道
７
号
に
、
東
北
中
央
自
動
車
道
の

湯
沢
横
手
道
路
は
国
道
1
3
号
に
含
ま
れ
る
。

ウ
　
負
担
金
支
出
状
況

負
担
金
は
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
か
ら
の
事
業
計

画
の
通
知
及
び
納
付
の
通
知
に
よ
り
確
認
し
支
出
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
財
務
規
則
等
に
基
づ
き
支
出
さ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
と

な
る
事
項
は
な
か
っ
た
。

道
路
関
係
の
国
直
轄
事
業
に
係
る
県
負
担
金
総
額
の
支
出
状
況

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

単
位
：
円



25,676,000

0.56/3

61,269,600

1/3

45,360,000

188,812,400

0.56/3

25,940,600

0.56/3

12,602,800

0.56/3

329,574,000

0.56～
0.58/3

47,260,500

415,377,900

848,371,300

H
16. 3.25

H
16. 3.30

H
16. 3.16

４
件

H
17. 3.14

H
16.11. 4

H
16.11.15

H
17. 3.30

４
件

14件

1
5

1
5

1
5

小
計

1
6

1
6

1
6

1
6

小
計

合
計

代
道
路

浅
内
地
区
水
管

橋
工
事

1
3
号
・
湯
沢

横
手
道
路

関
口
こ
道
橋
上

部
工
工
事

７
号
・
矢
立
視

距
改
良

新
下
内
橋
上
部

工
工
事

７
号
・
仁
賀
保

本
荘
道
路

子
吉
こ
線
橋
上

部
工
工
事

1
3
号
・
河
辺

拡
幅

梵
字
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
大
曲

バ
イ
パ
ス

新
玉
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
神
宮

寺
バ
イ
パ
ス

間
倉
跨
線
橋
上

部
工
工
事

137,550,000

236,250,000

328,230,000

134,400,000

136,080,000

791,700,000

904,575,000

138,600,000

138,967,500

59,850,000

67,515,000

1,722,000,000

1,765,575,000

241,500,000

252,945,000

2,161,950,000

2,225,002,500

4,065,600,000

4,380,022,500

㈱
栗
本
鐵
工
所

㈱
ハ
ル
テ
ッ
ク

佐
世
保
重
工
業

㈱佐
世
保
重
工
業

㈱㈱
巴
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン

ト
ピ
ー
・
三
井

特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

㈱
楢
崎
製
作
所

平成18年 9 月12日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

３

（
３
）
監
査
請
求
の
対
象
工
事
に
対
す
る
負
担
状
況
に
つ
い
て

県
負
担
金
は
、
国
が
年
度
毎
に
計
画
し
た
事
業
費
に
応
じ
て
負
担

し
て
お
り
、
平
成
18年

度
負
担
金
と
な
る
間
倉
跨
線
橋
上
部
工
工
事

分
の
一
部
（
概
算
）
1
,2
7
8
,9
0
0
円
が
未
支
出
で
あ
り
、
負
担
金
の

支
出
済
額
（
概
算
）
は
、
8
4
7
,0
9
2
,4
0
0
円
と
算
定
さ
れ
る
。

（
４
）
公
正
取
引
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て

ア
　
排
除
勧
告
及
び
課
徴
金
納
付
命
令

公
正
取
引
委
員
会
は
、
平
成
1
7
年
９
月
2
9
日
、
国
土
交
通
省

の
関
東
地
方
整
備
局
、
東
北
地
方
整
備
局
及
び
北
陸
地
方
整
備
局

が
発
注
す
る
鋼
橋
上
部
工
事
の
入
札
参
加
業
者
4
5
社
が
、
遅
く

と
も
平
成
1
4
年
４
月
１
日
以
降
、
受
注
価
格
の
低
落
防
止
及
び

安
定
し
た
利
益
の
確
保
を
図
る
た
め
、
競
争
を
実
質
的
に
制
限
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
独
占
禁
止
法
第
３
条
（
不
当
な
取
引
制
限
の

禁
止
）
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、
同
法
第
4
8
条
第
２

項
の
規
定
に
基
づ
き
排
除
勧
告
を
行
い
、
平
成
1
7
年
1
1
月
1
8

日
、
応
諾
し
た
4
0
社
に
対
し
勧
告
審
決
し
た
。

ま
た
、
平
成
1
8
年
３
月
2
4
日
、
入
札
参
加
業
者
4
3
社
に
対
し

て
、
改
正
独
占
禁
止
法
の
経
過
措
置
に
よ
る
改
正
前
の
独
占
禁
止

法
第
4
8
条
の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
課
徴
金
の
納
付
命

令
を
行
い
、
確
定
し
て
い
る
。

イ
　
告
発
・
裁
判

公
正
取
引
委
員
会
は
、
平
成
1
7
年
５
月
2
3
日
、
国
土
交
通
省

発
注
の
鋼
橋
上
部
工
事
の
入
札
談
合
事
件
に
つ
い
て
、
独
占
禁
止

法
に
違
反
す
る
犯
罪
が
あ
っ
た
と
思
料
し
て
、
同
法
第
7
3
条
第

１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
８
社
を
検
事
総
長
に
告
発
し
た
。
ま

た
、
平
成
1
7
年
６
月
1
5
日
、
前
記
８
社
の
当
該
受
注
業
務
に
従

事
し
て
い
た
者
８
名
及
び
1
8
社
を
追
加
告
発
し
た
。

現
在
、
公
判
中
で
あ
る
。

（
５
）
国
土
交
通
省
の
対
応
に
つ
い
て

ア
　
指
名
停
止
措
置

国
土
交
通
省
は
、
平
成
1
7
年
５
月
2
7
日
か
ら
平
成
1
8
年
８
月

９
日
ま
で
に
、
東
北
、
関
東
及
び
北
陸
の
各
地
方
整
備
局
が
発
注

す
る
鋼
橋
上
部
工
事
の
入
札
参
加
業
者
ら
に
対
す
る
指
名
停
止
措

置
を
講
じ
た
。

排
除
勧
告
の
応
諾
に
よ
り
指
名
停
止
措
置
　
1
9
社

刑
事
告
発
に
よ
る
指
名
停
止
措
置
　
　
　
　
2
6
社

注
　
間
倉
跨
線
橋
上
部
工
工
事
は
、
国
が
精
算
手
続
き
中
で
あ
る
。

1/3

45,360,000

188,812,400

0.56/3

25,940,600

0.56/3

12,602,800

0.56/3

329,574,000

0.56～
0.58/3

47,260,500

415,377,900

848,371,300

H
16. 3.16

４
件

H
17. 3.14

H
16.11. 4

H
16.11.15

H
17. 3.30

４
件

14件

1
5

小
計

1
6

1
6

1
6

1
6

小
計

合
計

距
改
良

新
下
内
橋
上
部

工
工
事

７
号
・
仁
賀
保

本
荘
道
路

子
吉
こ
線
橋
上

部
工
工
事

1
3
号
・
河
辺

拡
幅

梵
字
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
大
曲

バ
イ
パ
ス

新
玉
川
橋
上
部

工
工
事

1
3
号
・
神
宮

寺
バ
イ
パ
ス

間
倉
跨
線
橋
上

部
工
工
事

134,400,000

136,080,000

791,700,000

904,575,000

138,600,000

138,967,500

59,850,000

67,515,000

1,722,000,000

1,765,575,000

241,500,000

252,945,000

2,161,950,000

2,225,002,500

4,065,600,000

4,380,022,500

佐
世
保
重
工
業

㈱佐
世
保
重
工
業

㈱㈱
巴
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン

ト
ピ
ー
・
三
井

特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

㈱
楢
崎
製
作
所

848,371,300

14件
合
計

4,380,022,500

イ
　
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求

（
ア
）
違
約
金
特
約
条
項

国
土
交
通
省
は
、
平
成
1
5
年
６
月
１
日
以
降
に
入
札
手
続

き
を
開
始
す
る
工
事
の
請
負
契
約
か
ら
、
損
害
賠
償
請
求
の
予

定
と
し
て
請
負
代
金
額
の
1
0
分
の
１
に
相
当
す
る
額
を
支
払

わ
せ
る
違
約
金
特
約
条
項
を
追
加
し
た
。
違
約
金
請
求
は
、
課

徴
金
納
付
命
令
が
確
定
又
は
刑
の
確
定
の
と
き
と
し
て
い
る
。

（
イ
）
国
土
交
通
大
臣
会
見

平
成
1
8
年
３
月
2
8
日
に
行
わ
れ
た
国
土
交
通
大
臣
会
見
に

よ
る
と
、
公
正
取
引
委
員
会
が
行
っ
た
課
徴
金
納
付
命
令
に
よ

り
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
わ
れ
、
「
違
約
金
条

項
が
既
に
交
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
違
約
金
条
項
に
基
づ
い

て
請
求
を
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
違
約
金
条
項
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
過
去
の
入
札
契
約
に
つ
い
て
も
、
公
正
取
引
委
員
会

の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
個
々
の
事
案
を
特
定
し
て
損
害
賠
償

請
求
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。
」
旨
、
答
え
て
い
る
。

（
ウ
）
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
長
回
答

平
成
1
8
年
９
月
１
日
付
け
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

長
回
答
の
う
ち
損
害
賠
償
請
求
等
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
　
違
約
金
請
求
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
発
注
の
鋼
橋
上
部
工
事
に
関
す
る
入
札
談
合

事
件
に
つ
い
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が
平
成
1
8
年
３
月
2
4

日
に
課
徴
金
納
付
命
令
を
行
い
、
当
該
納
付
命
令
が
確
定
し

た
案
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
工
事
請
負
契
約
書
の
「
違
約

金
特
約
条
項
」
に
基
づ
き
、
請
負
代
金
額
の
1
0
％
相
当
額

を
違
約
金
と
し
て
請
求
を
行
う
べ
く
準
備
中
で
あ
る
。

②
　
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
で
は
「
違
約
金
特
約
条
項
」
を
平
成
15年

６

月
１
日
以
降
適
用
し
て
い
る
。

な
お
、
国
土
交
通
省
は
「
違
約
金
特
約
条
項
」
の
適
用
以

前
の
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
工
事
に
つ
い
て
も
、
損
害
賠
償

請
求
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
　
負
担
金
の
精
算
に
つ
い
て

徴
収
し
た
違
約
金
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
対
し
、
適

切
に
精
算
手
続
き
を
行
う
こ
と
を
国
土
交
通
省
と
し
て
検
討

し
て
い
る
。

（
エ
）
損
害
賠
償
請
求
等
の
事
例

平
成
1
8
年
６
月
2
8
日
、
国
土
交
通
省
は
、
情
報
表
示
設
備

工
事
に
つ
い
て
、
独
占
禁
止
法
に
違
反
し
課
徴
金
納
付
命
令
を

受
け
た
６
事
業
者
に
対
し
て
違
約
金
特
約
条
項
に
基
づ
く
違
約
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金
を
請
求
し
、
ま
た
、
違
約
金
特
約
条
項
の
適
用
以
前
の
工
事

に
つ
い
て
も
、
損
害
賠
償
請
求
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
報
道

発
表
し
た
。
国
土
交
通
省
直
轄
工
事
に
お
い
て
違
約
金
特
約
条

項
に
基
づ
き
違
約
金
請
求
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

（
６
）
県
の
対
応
に
つ
い
て

県
は
、
平
成
1
7
年
５
月
3
0
日
か
ら
平
成
1
8
年
８
月
1
1
日
ま
で
に
、

入
札
参
加
資
格
の
な
い
業
者
を
除
き
、
40
社
に
指
名
停
止
措
置
を
講

じ
た
。

２
　
道
路
課
の
説
明

（
１
）
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
総
務
部
契
約
課
か
ら
聴
取

県
は
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
か
ら
、
「
平
成
18年

８
月

中
に
国
土
交
通
省
本
省
に
お
い
て
幹
部
間
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
違

約
金
特
約
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
平
成
15年

６
月
以
降
の
契
約
分

に
つ
い
て
、
違
約
金
請
求
の
実
施
が
正
式
に
決
定
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
違
約
金
特
約
条
項
の
な
か
っ
た
平
成
15年

５
月
以

前
の
契
約
に
関
す
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
も
、
違
約
金
と
同
様

に
請
求
す
る
方
針
だ
が
、
請
求
額
の
根
拠
の
確
定
に
時
間
が
か
か
っ

て
お
り
、
今
回
、
違
約
金
と
同
時
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
後
日
、
請
求
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
県
負
担
相
当
額
の
精
算

又
は
返
還
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
こ
と
」
を
確
認
し
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
後
、
期
日
は
８
月
中
か
ら
９
月
上
、
中
旬
に
延
期
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
２
）
県
の
対
応

県
は
、
国
直
轄
工
事
契
約
に
関
与
し
て
お
ら
ず
、
自
ら
損
害
額
を

算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
国
が
業
者
に
対
し
て
違
約
金
及
び

損
害
賠
償
の
請
求
を
行
い
、
県
に
負
担
割
合
相
当
額
を
精
算
又
は
返

還
す
る
こ
と
が
、
最
も
合
理
的
な
解
決
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
国
の
正
式
な
対
応
策
の
発
表
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
県
で
は
、
国
に
対
し
て
違
約
金
及
び
損
害
賠
償
の
請
求
と

県
負
担
割
合
相
当
額
の
精
算
又
は
返
還
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
３
）
措
置
請
求
に
対
す
る
考
え
方

ア
　
損
害
賠
償
請
求
権

国
は
、
独
占
禁
止
法
第
25条

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し

て
お
り
、
県
は
、
県
負
担
割
合
分
の
損
害
を
被
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

イ
　
損
害
額

国
は
、
違
約
金
特
約
条
項
の
あ
る
平
成
15年

６
月
以
降
の
契
約

分
に
つ
い
て
は
、
請
負
代
金
額
の
1
0
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額

と
な
り
、
違
約
金
特
約
条
項
の
な
か
っ
た
平
成
1
5
年
５
月
以
前

の
契
約
分
に
つ
い
て
は
、
損
害
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

県
の
損
害
額
は
、
国
の
損
害
賠
償
請
求
額
の
負
担
割
合
相
当
額

と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
　
業
者
へ
の
直
接
請
求
に
つ
い
て

契
約
当
事
者
で
あ
る
国
は
、
９
月
上
、
中
旬
に
も
違
約
金
請
求

に
つ
い
て
正
式
に
決
定
し
実
施
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
違
約
金
特

約
条
項
の
な
い
契
約
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請
求
も
実
施
す
る
方

針
で
検
討
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
契
約
当
事
者
で
あ
る
国

が
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
か
つ
合
理
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
が

現
時
点
で
、
業
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
す
る
こ
と
は
適
切
で

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
は
、
国
の
動
向
、
情
報
の
把

握
に
努
め
て
お
り
、
国
に
対
し
て
早
期
処
理
を
求
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
県
は
、
不
法
行
為
を
行
っ
た
各
業
者
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
、
財
産
管
理

を
怠
っ
て
い
る
こ
と
と
は
考
え
て
い
な
い
。

３
　
監
査
委
員
の
判
断

以
上
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
確
認
及
び
監
査
対
象
課
の
説
明
に
基
づ

き
、
本
件
請
求
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
断
す
る
。

（
１
）
課
徴
金
納
付
命
令
の
対
象
と
な
っ
た
国
直
轄
工
事
に
係
る
負
担
金

に
つ
い
て
、
請
求
人
は
、
「
不
法
行
為
の
結
果
、
県
は
本
県
工
事
の

費
用
負
担
分
に
つ
い
て
適
正
な
競
争
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
成
立
し

た
で
あ
ろ
う
想
定
価
格
と
、
実
際
の
契
約
金
額
と
の
差
額
の
３
分
の

１
相
当
額
に
つ
い
て
過
大
な
負
担
を
さ
せ
ら
れ
て
損
害
を
被
っ
て
い

る
。
」
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
道
路
課
は
、
「
国
は
、
独
占
禁
止
法
第
25条

に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
お
り
、
県
は
、
県
負
担
割
合
分
の

損
害
を
被
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
県
の
損
害
額
は
、
国
の
損
害

賠
償
請
求
額
の
負
担
割
合
相
当
額
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
説
明
し
て

い
る
。

前
記
１（
４
）に
よ
り
、
当
該
業
者
が
公
正
取
引
委
員
会
の
排
除
勧
告

を
応
諾
し
勧
告
審
決
と
な
り
、
国
は
独
占
禁
止
法
第
25条

に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
県
は
、
道

路
法
第
50 条

等
に
よ
り
費
用
を
負
担
割
合
に
応
じ
負
担
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
質
的
に
損
害
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

（
２
）
請
求
人
は
、
「
不
法
行
為
を
行
っ
た
各
業
者
に
対
し
、
不
法
行
為

に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
を
有
し
て
い
る
。
秋
田
県
知
事
が
こ
の

損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
財
産
管
理
を
不
当
に
怠
る

も
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
道
路
課
は
、
「
契
約
当
事
者
で
あ
る
国
は
、
９

月
上
、
中
旬
に
も
違
約
金
請
求
に
つ
い
て
正
式
に
決
定
し
実
施
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
違
約
金
特
約
条
項
の
な
い
契
約
に
つ
い
て
の
損
害

賠
償
請
求
も
実
施
す
る
方
針
で
検
討
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。

契
約
当
事
者
で
あ
る
国
が
処
理
す
る
こ
と
が
原
則
か
つ
合
理
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
が
現
時
点
で
、
業
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
す

る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
県
が
各
業

者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
、

財
産
管
理
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
説
明
し

て
い
る
。

請
求
人
の
主
張
に
対
し
、
「
契
約
当
事
者
の
国
が
処
理
す
る
こ
と

が
原
則
か
つ
合
理
的
で
あ
る
」
と
の
説
明
は
、
県
が
業
者
に
対
し
不

法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
は
可
能
だ
と
し
て
も
、
一
般
的
に

契
約
当
事
者
で
あ
る
国
と
各
業
者
と
の
間
で
解
決
す
べ
き
事
由
で
あ

り
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
県
は
、
国
直
轄
工
事
契
約
に
関
与
し
て
お

ら
ず
、
自
ら
損
害
額
を
算
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
が
処
理
す
る
こ
と
の
合
理
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
前
記
１ （
５
）イ
に
あ
る
よ
う
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
、
会
見

で
当
該
違
約
金
を
含
む
損
害
賠
償
請
求
の
実
施
に
関
し
て
述
べ
て
い

る
こ
と
、
平
成
18年

９
月
１
日
付
け
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

長
回
答
に
よ
り
、
違
約
金
請
求
の
準
備
中
で
あ
り
、
違
約
金
特
約
条

項
の
適
用
以
前
の
課
徴
金
納
付
命
令
対
象
工
事
に
つ
い
て
も
損
害
賠

償
請
求
を
行
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
等
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
、
及

び
、
国
土
交
通
省
の
情
報
表
示
設
備
工
事
に
係
る
談
合
に
つ
い
て
、

国
が
違
約
金
請
求
を
初
め
て
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
橋

梁
工
事
に
係
る
違
約
金
を
含
む
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
は
、
相
当

の
確
実
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
県
が
、
国
に
対
し
て
違
約
金
及
び
損
害
賠
償
の
請
求
と

県
負
担
割
合
相
当
額
の
精
算
又
は
返
還
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
求

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

（
３
）
よ
っ
て
、
県
が
、
国
の
正
式
な
対
応
策
を
待
ち
、
損
害
の
回
復
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
、
秋
田
県
知

事
が
、
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
財
産
管
理
を

不
当
に
怠
っ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
請
求
に
は
理
由
が
な
い
も
の
と
判
断
す

る
。な
お
、
県
と
し
て
は
、
国
の
動
向
を
注
視
し
早
期
処
理
を
要
望
す

る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
談
合
に
関
す
る
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
談
合
等
不
法
行
為
の
防
止
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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